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平
素
よ
り
皆
様
方
に
は
、
市
子
連
の

運
営
に
ご
支
援
・
ご
協
力
賜
り
厚
く
お

礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
こ
の
度
、
令
和
二
年
度
五
月
総
会
に
お

い
て
、
大
阪
市
子
ど
も
会
育
成
連
合
協
議

会
　
会
長
に
再
任
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
下
で

は
あ
り
ま
す
が
、
思
い
新
た
に
任
期
を
全

う
さ
せ
て
い
た
だ
く
所
存
で
す
。

　
さ
て
、
世
界
中
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感
染
症
に
震
撼
し
、
社
会
全
体
が
疲
弊

し
て
い
る
現
状
で
す
。

　
国
内
に
お
い
て
は
密
閉
・
密
集
・
密

接
い
わ
ゆ
る
「
三
密
」
を
避
け
、
マ
ス

ク
の
着
用
・
手
洗
い
・
フ
ィ
ジ
カ
ル
デ
ィ

ス
タ
ン
ス
な
ど
、
新
し
い
生
活
様
式
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
社
会
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感
染
症
が
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
今
ま

で
通
り
の
日
常
を
送
る
た
め
「
新
し
い
生

活
様
式
」
の
実
践
が
求
め
ら
れ
、
こ
れ
に

基
づ
き
子
ど
も
た
ち
も
学
校
や
ク
ラ
ブ

活
動
な
ど
新
た
な
日
常
生
活
を
送
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
感
染
リ
ス
ク
に
お
び
え
る

日
々
で
す
が
、
日
常
に
お
け
る
子
ど
も
会

活
動
は
、
新
し
い
生
活
様
式
に
鑑
み
な
が

ら
一
歩
一
歩
前
進
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
令
和
二
年
度
事
業
計
画
も
、
す
で
に
延

期
や
中
止
決
定
な
ど
、
地
域
に
お
け
る

子
ど
も
会
活
動
が
停
滞
し
て
い
る
中
で
、

長
期
的
・
短
期
的
両
面
か
ら
、
子
ど
も
会

が
抱
え
て
い
る
課
題
を
多
面
的
に
検
討

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
各
区
子
連
・
単
位
子
ど
も
会
ご
と
に
、

可
能
な
範
囲
で
活
動
を
実
践
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
日
頃
か
ら

子
ど
も
会
活
動
に
携
わ
っ
て
お
ら
れ
る

皆
様
方
に
深
く
敬
意
を
表
す
と
と
も
に
、

今
後
の
ご
活
躍
と
ご
健
勝
を
祈
念
い
た

し
ま
し
て
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

令
和
二
年
度
・
三
年
度
の
市
子
連
役
員
を

①
在
籍
区
名

②
子
ど
も
会
経
験
年
数
　

③
趣
味
　
の
項
目
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

会
　
長
　
中
山
　
良
明

①
　
大
正
区
　

②
　
四
十
五
年

③
　
ハ
イ
キ
ン
グ

副
会
長
　
梶
本
　
行
俊（

指
導
研
修
部
担
当
）

①
　
阿
倍
野
区
　

②
　
四
十
三
年
　

③
　
ス
ポ
ー
ツ

副
会
長 

兼

ジ
ュ
ニ
ア
・
シ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

育
成
委
員
長
　
木
村
　
勉

（
安
全
対
策
部
・
文
化
部
担
当
）

①
　
西
淀
川
区
　

②
　
五
十
年
　

③
　
テ
ニ
ス
・
ス
キ
ー
・
ゴ
ル
フ

副
会
長
　
森
下
　
秀
海

（
体
育
部
担
当
）

①
　
住
之
江
区
　

②
　
三
十
年
　

③
　
ス
ポ
ー
ツ
観
戦

（
野
球
・
サ
ッ
カ
ー
・
ラ
グ
ビ
ー
）

副
会
長
　
新
木
　
裕
一
郎（

広
報
調
査
部
担
当
）

①
　
中
央
区
　

②
　
二
十
年
　

③
　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
ゴ
ル
フ
・
ス
キ
ー
　
　

　
　

事
務
局
長 

兼

安
全
共
済
会
運
営
委
員
長

　
徳
川
　
悦
嗣

①
　
西
淀
川
区
　

②
　
五
十
四
年

　
　（
ジ
ュ
ニ
ア
・
シ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
八
年
）

③
　
旅
行

令
和
二
年
度

　
新
し
い
年
を
迎
え
て

会
長
　
中
山
　
良
明

役

員

紹

介
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☆
北
ブ
ロ
ッ
ク
・
・
・
安
全
対
策
部
担
当

【
北
区
・
都
島
区
・
福
島
区
・
淀
川
区
・
東
淀
川
区
】

☆
中
央
ブ
ロ
ッ
ク
・
・
・
広
報
調
査
部
担
当

【
中
央
区
・
西
区
・
天
王
寺
区
・
浪
速
区
・
西
成
区
】

☆
南
ブ
ロ
ッ
ク
・
・
・
体
育
部
担
当

【
阿
倍
野
区
・
住
之
江
区
・
住
吉
区
・
東
住
吉
区
・
平
野
区
】

☆
西
ブ
ロ
ッ
ク
・
・
・
文
化
部
担
当

【
此
花
区
・
港
区
・
大
正
区
・
西
淀
川
区
・
鼓
笛
隊
】

☆
東
ブ
ロ
ッ
ク
・
・
・
指
導
研
修
部
担
当

【
東
成
区
・
生
野
区
・
旭
区
・
城
東
区
・
鶴
見
区
】

　
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
や
鼓
笛
隊
大
会
・
こ
ど
も
カ
ー
ニ
バ
ル
・

こ
ど
も
文
化
祭
等
の
企
画
・
運
営
や
、
子
ど

も
会
育
成
者
の
指
導
・
研
修
を
組
織
と
し
て

運
営
し
て
い
ま
す
。

　
大
阪
市
子
ど
も
会
育
成
連
合
協
議
会
（
以

下
市
子
連
）
は
、
上
部
組
織
と
し
て
、
指
定

都
市
子
ど
も
会
連
絡
協
議
会
、
全
国
子
ど
も

会
連
合
会
に
加
入
し
て
、
相
互
の
子
ど
も
会

活
動
に
つ
い
て
意
見
交
換
や
相
互
交
流
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　
組
織
図
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
市
子
連
で
は
い
ろ
ん
な
行
事
や
研
修
を
実

施
す
る
に
あ
た
っ
て
、
二
十
四
区
を
「
北
」

「
中
央
」「
南
」「
西
」「
東
」
の
五
ブ
ロ
ッ
ク

（
別
表
参
照
）
に
分
け
て
各
専
門
部
を
分
担

し
、
二
年
間
持
ち
回
り
で
担
当
し
て
い
き
ま

す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
部
に
は
常
任
理
事
を
配

置
し
て
事
業
内
容
の
継
続
維
持
や
常
任
理
事

会
・
事
務
局
と
の
調
整
業
務
を
担
当
し
ま
す
。

自
分
の
区
が
今
ど
の
専
門
部
を
担
当
し
て
い

る
か
ご
存
じ
で
す
か
？
是
非
、
興
味
を
持
っ

て
頂
き
、
今
後
の
市
子
連
活
動
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
少
し
で
も
、
市
子
連
っ
て
何
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
な
の
か
を
理
解
し
て
頂
き
、
活
動
に

積
極
的
に
ご
協
力
・
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
後
の
「
い
く
せ
い
」
で
各
組
織
の
内
容

を
詳
し
く
説
明
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
平
素
は
大
阪
市
子
ど
も
会
育
成
連
合
協
議

会
の
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
単
位
子
ど
も
会
を
基
本
と
し
た
子
ど
も
会

活
動
を
各
区
の
連
合
（
連
絡
）
協
議
会
が
と

り
ま
と
め
、
大
阪
市
二
十
四
区
を
ま
と
め
る

上
部
組
織
と
し
て
大
阪
市
子
ど
も
会
育
成
連

合
協
議
会
が
あ
り
ま
す
。

会
計
　
上
田
　
和
世

①
　
平
野
区
　

②
　
二
十
九
年
　

③
　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
編
物

指
導
研
修
部
　
部
長
　
原
　
憲
司

①
　
生
野
区

②
　
十
四
年
　

③
　
物
作
り
等

文
化
部
　
部
長
　
北
村
　
勝
康

①
　
大
正
区
　

②
　
二
十
年
　

③
　
ゴ
ル
フ

体
育
部
　
部
長
　
帰
山
　
和
夫

①
　
東
住
吉
区
　

②
　
七
年
　

③
　
ス
キ
ー
・
お
酒

広
報
調
査
部
　
部
長
　
菅
野
　
幸
一

①
　
西
区
　

②
　
三
十
一
年

（
ジ
ュ
ニ
ア
・
シ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
八
年
）　

③
　
お
酒

安
全
対
策
部
　
部
長
　
住
友
　
俊
明

①
　
淀
川
区
　

②
　
十
七
年
　

③
　
科
学
遊
び

鼓
笛
隊
　
隊
長
　
向
井
　
祐
貴
子

①
　
都
島
区
　

②
　
三
十
七
年
　

③
　
旅
行

市
子
連
っ
て
ど
ん
な
組
織
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今
回
は
、
左
記
テ
ー
マ
で
区
子
連
の
活
動

に
つ
い
て
原
稿
依
頼
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。☆

区
子
連
と
し
て
の
コ
ロ
ナ
禍
で

の
活
動
取
組
方
法

☆
区
子
連
と
し
て
の
ジ
ュ
ニ
ア
の

育
成
方
法
や
取
組

☆
区
子
連
の
お
財
布
事
情

☆
区
子
連
と
し
て
の
独
自
の
活
動

紹
介

　
　
北
区
会
長
の
中
村
で
す
。

　
三
月
頃
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
を
受
け
て
、
各
小
学
校
の
運
動

ク
ラ
ブ
の
活
動
が
自
粛
に
な
り
、
夏
の
イ
ベ

ン
ト
が
全
て
中
止
に
な
り
ま
し
た
。
七
月
か

ら
活
動
再
開
さ
れ
ま
し
た
が
、
北
区
で
は
十

月
末
ま
で
学
校
開
放
さ
れ
ず
、
各
チ
ー
ム
の

練
習
場
所
確
保
を
優
先
に
区
子
連
と
し
て
活

動
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
福
島
区
会
長
の
金
尾
で
す
。

　
福
島
区
子
連
で
は
、
毎
年
十
月
に
開
催
さ

れ
る
福
島
区
民
ま
つ
り
で
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル

す
く
い
と
金
魚
す
く
い
を
出
店
し
て
い
ま

す
。

　
ま
つ
り
が
始
ま
る
と
す
ぐ
に
子
ど
も
た
ち

の
行
列
が
で
き
る
人
気
ぶ
り
で
す
。

　
受
付
で
百
円
を
払
え
ば
、
ど
ち
ら
か
好
き

な
遊
び
を
選
べ
る
の
で
す
が
、
全
く
す
く
え

な
く
て
も
三
個
の
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
か
三
匹

の
金
魚
を
配
り
ま
す
。

　
そ
れ
で
も
好
き
な
子
は
何
回
で
も
並
ん
で

「
こ
れ
で
五
回
目
や
で
」
と
い
う
子
も
い
る

ほ
ど
で
す
。

　
　
此
花
区
会
長
の
奥
田
で
す
。

　
此
花
区
子
連
は
区
内
に
菜
園
を
持
っ
て
い

ま
す
。

　
五
月
は
玉
ね
ぎ
の
収
穫
と
さ
つ
ま
芋
の
苗

植
え
、
十
月
は
さ
つ
ま
芋
の
収
穫
と
玉
ね
ぎ

の
苗
植
え
を
し
ま
す
。

　
菜
園
で
一
番
苦
労
す
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
収
穫
後
に
す
る
土
お
こ
し
と
畝
つ
く
り
で

す
。

　
そ
れ
と
も
う
ひ
と
つ
厄
介
な
の
が
雑
草
取

り
で
、
梅
雨
時
は
、
一
週
間
も
す
る
と
草
が

一
杯
で
機
械
が
使
え
ず
手
作
業
に
な
り
ま

す
。

　
普
段
の
管
理
は
三
人
の
菜
園
担
当
者
が

黙
々
と
頑
張
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
玉
ね
ぎ
の
収
穫
は
区
子
連
の
主
催
で
単
位

子
ど
も
会
の
指
導
者
に
来
て
も
ら
い
行
い
ま

し
た
。
今
年
は
大
変
豊
作
で
五
百
㎏
ほ
ど
収

穫
が
出
来
ま
し
た
。

　
十
月
の
さ
つ
ま
芋
の
収
穫
は
、
区
社
会
福

祉
協
議
会
・
菜
園
管
理
委
員
会
の
主
催
で
各

地
区
老
人
会
の
畑
か
ら
も
自
慢
の
作
品
（
野

菜
）を
出
品
し
て
も
ら
い
品
評
会
を
し
ま
す
。

　

九

月
　Y

oung

　A
rt

　Festival

（

第

四
十
一
回
子
ど
も
文
化
祭
）
を
開
催
し
、
毎

年
出
演
者
・
観
客
が
五
百
名
参
加
す
る
大
き

な
行
事
の
一
つ
で
す
。
前
年
度
終
わ
っ
て
準

備
を
し
て
き
ま
し
た
が
来
年
度
頑
張
り
ま

す
。

　
少
し
で
も
活
動
場
所
を
確
保
す
る
為
、
地

域
の
公
営
公
園
を
確
保
す
る
の
に
区
役
所
窓

口
に
相
談
し
て
、
子
ど
も
会
が
各
団
体
に
公

平
に
割
当
出
来
る
よ
う
に
活
動
を
続
け
て
行

き
ま
す
。

　
　
都
島
区
会
長
の
前
川
で
す
。

　
都
島
区
で
は
、
八
月
八
日
よ
り
学
校
の
施

設
開
放
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
が
、
体
育
館
や

運
動
場
を
使
用
で
き
な
い
校
区
も
あ
り
、
各

連
合
の
練
習
量
も
異
な
る
状
況
で
す
。

　
環
境
の
違
い
や
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
考

え
、
中
止
に
な
っ
た
大
会
も
あ
り
ま
す
が
、

秋
季
大
会
に
備
え
、
九
月
か
ら
も
感
染
防
止

対
策
を
徹
底
し
た
上
で
練
習
し
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
文
化
活
動
や
そ
の
他
の

行
事
等
で
も
、
三
密
を
避
け
て
子
ど
も
た
ち

に
な
に
か
思
い
出
を
残
せ
な
い
か
と
模
索
し

て
い
ま
す
。

各
区
子
ど
も
会
の
紹
介

福

島

区

此

花

区

都

島

区

北

区
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中
央
区
会
長
の
新
木
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
中
央
区
の
区
子
連
で

は
、
役
員
改
定
の
年
度
に
も
関
わ
ら
ず
、
コ

ロ
ナ
感
染
予
防
の
為
、
区
子
連
の
総
会
を
書

面
会
議
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
に
な
る
な

ど
、
区
子
連
の
運
営
に
も
大
き
な
影
響
を
与

え
ま
し
た
。

　
六
月
に
大
阪
市
の
活
動
自
粛
解
除
を
受
け

て
、
区
子
連
理
事
会
を
開
催
。
各
単
位
子
ど

も
会
の
活
動
、
募
集
状
況
を
確
認
し
、
感
染

防
止
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
を
し
て
、
保

護
者
の
同
意
の
も
と
で
各
単
位
子
ど
も
会
の

判
断
で
の
活
動
再
開
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
ん
な
時
こ
そ
、
各
単
位
子
ど
も
会
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
充
実
さ
せ
、
で
き

る
範
囲
で
活
発
な
活
動
を
支
援
し
て
行
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
西
区
会
長
の
菅
野
で
す
。

　
さ
ぁ
こ
れ
か
ら
新
年
度
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

る
ぞ
っ
て
時
に
、
ま
さ
か
こ
ん
な
事
に
な
る

や
手
洗
い
に
つ
い
て
資
料
を
配
布
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
各
校
下
と
情
報
を
共
有
し
、
安
全

に
活
動
で
き
る
よ
う
見
守
っ
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
　
大
正
区
会
長
の
北
村
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ

り
、
三
月
よ
り
活
動
が
一
斉
に
と
ま
り
ま
し

た
。

　
い
つ
に
な
っ
た
ら
再
開
で
き
る
か
、
不
安

な
日
々
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　
六
月
中
旬
に
市
内
の
幼
・
小
・
中
・
高
校

が
再
開
さ
れ
て
、
七
月
よ
り
理
事
会
を
再
開

し
ま
し
た
。

　
感
染
防
止
策
を
と
り
な
が
ら
、
今
後
の
予

定
を
実
現
す
る
方
法
を
模
索
中
で
す
。

　
　
天
王
寺
区
会
長
の
井
川
で
す
。

　
四
月
の
総
会
な
ど
は
全
て
延
期
、
六
月
に

昨
年
度
の
事
業
報
告
と
今
年
度
の
事
業
計
画

を
決
定
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
年
の
行
事
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
が
収

束
し
、
実
施
で
き
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
準

備
を
進
め
て
い
く
事
に
な
り
ま
し
た
。

　
会
議
は
三
密
を
意
識
し
、
会
議
時
間
も
一

時
間
以
内
と
し
、
グ
ル
ー
プ
ラ
イ
ン
で
情
報

共
有
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
が
で
き
る
よ
う
に
目

指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
浪
速
区
会
長
の
小
寺
で
す
。

　
当
区
で
は
二
〇
一
九
年
度
に
浪
速
区
の
補

助
金
を
活
用
し
て
、
大
会
に
必
要
な
運
営
備

品
を
購
入
し
、
野
球
や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
楽

し
さ
を
体
験
で
き
る
場
と
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ

カ
ッ
プ
・
オ
ブ
・
ナ
ニ
ワ
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

　
区
内
の
全
児
童
が
参
加
で
き
、
事
前
練
習

会
・
学
年
別
試
合
・
保
護
者
と
の
親
子
試
合

で
未
経
験
者
で
も
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
楽
し
さ

を
存
分
に
体
験
で
き
ま
す
。

　
運
営
に
は
、
体
協
や
青
指
・
高
校
生
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
も
協
力
し
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、新
た
な
人
材
の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

と
は
。今
ま
で
通
り
で
は
何
と
も
な
ら
な
い
。

じ
ゃ
あ
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？
い
つ
ま
で
続

く
の
？
子
ど
も
た
ち
の
為
に
ど
う
し
た
ら
よ

い
の
？
ど
の
選
択
が
正
し
い
の
か
、
決
断
を

出
す
事
が
、
ど
ん
な
に
辛
い
事
か
。
こ
の
見

え
な
い
敵
と
、
こ
れ
か
ら
ど
う
向
き
合
っ
て

行
く
の
か
？

　
感
染
予
防
だ
け
で
な
く
、
新
た
な
活
動
方

法
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
皆
で
協
力
し
あ
っ
て
、
一
歩
ず
つ
乗
り
越

え
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
港
区
会
長
の
瓜
生
で
す
。

　
港
区
で
は
、
学
校
開
放
が
活
動
再
開
さ
れ

た
八
月
七
日
よ
り
子
ど
も
会
活
動
も
再
開
し

ま
し
た
。

　
そ
れ
ま
で
に
再
開
の
時
期
や
具
体
的
な
対

策
を
ど
う
取
る
べ
き
か
な
ど
議
論
を
重
ね
、

活
動
を
再
開
す
る
際
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
区
子

連
独
自
で
作
成
し
、
各
校
下
の
指
導
者
へ
の

説
明
会
を
六
月
に
開
催
。
各
ス
ポ
ー
ツ
活
動

に
つ
い
て
は
当
面
体
力
作
り
を
重
点
と
し
、

感
染
防
止
対
策
な
ど
実
施
す
る
中
で
練
習
を

再
開
し
ま
し
た
。

　
後
日
、
指
導
研
修
部
よ
り
効
果
的
な
消
毒

中

央

区

西

区

大

正

区

天
王
寺
区

港

区

浪

速

区
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西
淀
川
区
会
長
の
木
村
で
す
。

　
西
淀
川
区
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

は
、
昭
和
三
十
九
年
三
月
五
日
に
十
三
単
位

の
参
加
の
下
に
発
足
し
ま
し
た
。
そ
の
翌
年

よ
り
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が
開
催
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
の
ち
に
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
修

了
者
の
活
動
場
所
が
無
い
と
の
声
が
上
が

り
、
平
成
十
九
年
度
に
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

研
修
を
修
了
し
た
リ
ー
ダ
ー
の
次
の
ス
テ
ッ

プ
と
し
て
、
シ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ
が
結

成
さ
れ
ま
し
た
。

　
シ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
皆
さ
ん
は
ジ
ュ
ニ
ア

の
良
き
お
兄
さ
ん
・
お
姉
さ
ん
と
、
子
ど
も

た
ち
に
慕
わ
れ
て
い
ま
す
。
市
子
連
・
区
子

連
子
ど
も
会
の
一
泊
研
修
会
で
の
計
画
・
実

行
・
反
省
と
、
子
ど
も
会
活
動
に
は
大
切
な

存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
リ
ー
ダ
ー
の
皆
さ
ん
を
後
押
し
す

る
の
が
指
導
者
の
責
務
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
東
淀
川
区
会
長
の
北
川
で
す
。

　
私
達
は
、
子
ど
も
を
指
導
す
る
中
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
個
性
を
見
つ
け
出
し
、
熱
い
指
導

を
心
掛
け
て
お
り
ま
す
。

　
少
し
前
の
話
で
す
が
、
六
年
生
主
体
の

チ
ー
ム
が
あ
り
、
他
の
連
合
と
練
習
試
合
を

し
て
も
当
然
の
様
に
勝
ち
ま
す
。

　
そ
う
す
る
と
「
自
分
達
は
、
何
も
し
な
く

て
も
勝
て
る
」
と
エ
ゴ
が
出
て
き
た
時
に
、

こ
の
ま
ま
で
は
絶
対
に
成
長
が
止
ま
る
と
思

い
、
あ
る
事
を
き
っ
か
け
に
、
今
ま
で
に
無

い
く
ら
い
に
叱
り
ま
し
た
。

　
も
し
か
す
る
と
パ
ワ
ハ
ラ
と
言
わ
れ
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
心
の
底
か
ら
愛
情
を
込
め
て
叱
る
と
必

ず
、
子
ど
も
た
ち
に
届
き
ま
す
。「
怒
る
」

の
で
は
無
く
、「
叱
る
」
の
で
す
。

　
そ
の
六
年
生
が
卒
業
す
る
時
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
て
く
れ
た
色
紙
に
は
「
あ
の
時
、
叱
っ

て
く
れ
て
良
か
っ
た
で
す
」
の
文
字
を
見
た

時
、
指
導
者
と
し
て
本
当
に
嬉
し
く
思
い
ま

し
た
。

　
　
東
成
区
会
長
の
樽
口
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響

で
学
校
行
事
等
の
自
粛
　
子
ど
も
会
活
動
の

行
事
が
全
て
中
止
に
な
り
ま
し
た
。

　
区
子
連
会
長
を
引
き
受
け
て
今
年
で

二
十
二
年
に
な
り
ま
す
が
、
行
事
が
何
も
か

も
出
来
な
い
苛
立
ち
が
募
り
ま
す
。

　
行
事
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
各
種
団

体
よ
り
頂
い
て
お
り
ま
し
た
助
成
金
が
行
事

中
止
に
よ
り
ゼ
ロ
に
な
り
ま
し
た
。
年
間
約

四
十
数
万
円
が
頂
け
な
い
状
況
下
で
す
。

　
昨
年
度
の
繰
越
金
約
四
十
数
万
円
と
校
下

子
ど
も
会
か
ら
の
年
会
費
六
万
六
千
円
の
予

算
で
や
り
繰
り
し
て
い
ま
す
。

　
行
事
が
無
く
て
も
固
定
費
の
支
出
が
約
十

数
万
円
は
必
要
で
す
。

　
今
年
度
は
、
繰
越
金
を
取
り
崩
さ
な
い
で

次
年
度
へ
持
ち
越
し
た
い
も
の
で
す
。

　
早
く
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
て
行
事
が
出
来
る

事
を
祈
る
だ
け
で
す
。

　
　
淀
川
区
会
長
の
水
本
で
す
。

　
淀
川
区
子
連
で
は
、
四
月
の
緊
急
事
態
宣

言
発
出
に
伴
い
、
学
校
教
育
と
連
動
し
て
活

動
自
粛
を
継
続
中
で
す
。
解
除
後
に
お
い
て

も
行
政
の
指
導
を
基
本
に
し
て
子
ど
も
た
ち

が
安
心
安
全
に
学
校
生
活
や
社
会
生
活
が
出

来
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
子
ど
も

会
活
動
の
基
本
と
捉
え
見
守
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
目
指
し
て
い

る
活
動
に
対
し
て
も
、
学
校
生
活
を
基
本
と

し
、
今
は
指
導
者
が
し
っ
か
り
と
子
ど
も
た

ち
と
向
き
合
い
我
慢
の
し
ど
こ
ろ
で
す
。

　
い
く
せ
い
が
発
刊
す
る
頃
に
は
子
ど
も
た

ち
の
元
気
な
声
を
聞
き
た
い
も
の
で
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
医
療
現
場
に
お
い

て
尽
力
さ
れ
て
い
る
医
療
従
事
者
の
皆
様
に

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

西
淀
川
区

東
淀
川
区

淀

川

区

東

成

区
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生
野
区
の
会
長
の
原
で
す
。

　
当
区
子
連
の
一
押
し
事
業
と
し
て
、
毎
年

三
月
に
「
こ
ど
も
工
作
教
室
」
を
開
催
し
て

お
り
ま
す
。
物
作
り
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち

に
「
想
造
」
を
感
じ
て
ほ
し
い
と
個
人
・
団

体
・
企
業
か
ら
物
作
り
講
師
を
招
い
て
開
催

し
て
お
り
ま
す
。

　
毎
回
子
ど
も
た
ち
は
、目
を
「
キ
ラ
キ
ラ
」

さ
せ
て
楽
し
ん
で
く
れ
て
い
ま
す
。

　
固
定
概
念
に
囚
わ
れ
ず
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る

事
を
こ
れ
か
ら
も
企
画
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
　
旭
区
会
長
の
向
井
で
す
。

　
滋
賀
県
高
島
市
新
旭
町
に
て
田
ん
ぼ
、
畑

を
お
借
り
し
て
、
農
業
体
験
教
室
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
五
月
中
頃
に
田
植
え
と
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗

付
け
、
九
月
中
頃
に
稲
刈
り
、
サ
ツ
マ
イ
モ

の
収
穫
と
、
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
に
も
好

評
で
毎
年
参
加
さ
れ
る
方
も
多
い
で
す
。
農

る
よ
う
に
区
子
連
理
事
が
一
体
と
な
り
、
楽

し
く
お
も
し
ろ
い
〝
区
子
連
新
規
事
業
〟
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
市
子
連
で
有
益
な
新
情
報

や
画
期
的
な
ア
イ
デ
ィ
ア
が
い
た
だ
け
ま
す

よ
う
、
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
し
て
市
子
連
行
事

に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
鶴
見
区
会
長
の
久
野
で
す
。

　
鶴
見
区
全
十
二
校
下
で
運
営
し
明
る
く
元

気
な
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
地
域
密
着
で
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
育
成
は
九
月
に
区
子
連
ソ
フ

ト
・
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
、

秋
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
球
技
大
会
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
文
化
育
成
は
十
二
月
に
子
ど

も
文
化
祭
で
演
奏
、
ダ
ン
ス
な
ど
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
の
披
露
で
会
場
全
員
盛
り
上
が
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
試
合
や
演
技
を
通
じ
、
子
ど
も
た
ち
の
真

剣
な
プ
レ
ー
や
達
成
感
に
満
ち
た
笑
顔
で
、

保
護
者
・
指
導
者
が
一
緒
に
喜
び
・
感
動
を

も
ら
え
る
よ
う
、
コ
ロ
ナ
禍
で
す
が
注
意
工

夫
し
て
運
営
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
　
阿
倍
野
区
会
長
の
梶
本
で
す
。

　
阿
倍
野
区
で
は
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
育

成
事
業
と
し
て
、
毎
年
夏
休
み
期
間
に
「
や

ま
ざ
と
ス
テ
イ
」
と
い
う
二
泊
三
日
の
宿
泊

研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。
海
や
山
や
湖
に
繰

り
出
し
、
野
外
炊
飯
・
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ヤ
ー
・
ク
ラ
フ
ト
作
り
や
ア
ウ
ト
ド
ア
を
満

喫
す
る
人
気
行
事
で
す
。

　
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
く
、
小
学
校
の
低
学
年

で
初
参
加
し
、
毎
年
中
学
生
ま
で
参
加
し
続

け
て
、
そ
の
後
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
参
加
す
る

側
か
ら
楽
し
ま
せ
る
側
と
な
り
心
強
い
限
り

で
す
。

　
今
年
度
は
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
と
な

り
ま
し
た
が
、
こ
の
行
事
は
行
い
ま
す
。

　
今
年
は
京
都
の
る
り
渓
自
然
の
家
で
す
。

後
日
、
若
い
リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
奮
闘
を
ご
報

告
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

業
体
験
以
外
に
も
、
牛
舎
見
学
・
卵
拾
い
・

湧
き
水
汲
み
等
を
し
て
、
収
穫
し
た
食
材
で

昼
食
を
作
り
、食
育
に
も
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
予

防
の
為
、
残
念
な
が
ら
中
止
で
す
が
、
こ
れ

か
ら
も
続
け
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
城
東
区
会
長
の
岡
田
で
す
。

　
城
東
区
は
十
六
連
合
あ
り
ま
す
が
、
昨
今

は
ど
の
連
合
も
財
政
面
・
人
材
面
と
も
に
厳

し
く
、
区
子
連
に
参
加
さ
れ
て
い
る
の
は
十

連
合
で
す
。

　
各
連
合
子
ど
も
会
か
ら
区
子
連
会
費
と
し

て
八
千
円
お
預
か
り
し
、
社
会
福
祉
協
議

会
・
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
か

ら
い
た
だ
く
助
成
金
と
合
わ
せ
て
も
年
間

二
十
六
万
円
の
予
算
で
、
区
子
連
独
自
の
新

事
業
が
で
き
て
い
な
い
の
が
積
年
の
悩
み
で

す
。

　
区
や
地
域
の
行
事
に
模
擬
店
等
で
参
加

し
、
活
動
資
金
を
蓄
え
て
子
ど
も
た
ち
に
喜

ん
で
も
ら
え
る
新
規
事
業
を
立
ち
上
げ
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
が
、
思
う
よ
う
な
成
果
を

残
せ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
あ
ふ
れ
る
笑
顔
に
出
会
え

生

野

区

旭

区

鶴

見

区

城

東

区

阿
倍
野
区
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住
之
江
区
会
長
の
森
下
で
す
。

　
住
之
江
区
で
は
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
の

育
成
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
中
心
と
な

り
、
活
動
を
通
じ
て
学
校
や
日
常
生
活
で
は

得
ら
れ
な
い
事
を
体
験
し
学
ぶ
事
で
、
子
ど

も
会
活
動
・
地
域
活
動
の
活
性
化
に
繋
が
り

ま
す
。

　
今
後
も
よ
り
一
層
、
各
団
体
の
皆
さ
ま
と

と
も
に
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
取

り
く
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
　
住
吉
区
会
長
の
南
で
す
。

　
指
導
研
修
会
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
活
動
取

組
方
法
と
し
て
、
野
外
に
て
少
人
数
で
時
間

帯
を
決
め
て
資
料
（
テ
キ
ス
ト
）
等
で
説
明

し
て
、
指
導
者
の
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
は
昨
年
よ
り
減
少
し
ま
し
た
が
、
充
実

し
た
研
修
会
が
で
き
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
事
業
に
つ
い
て

は
、
安
全
確
保
を
行
い
、
大
会
の
参
加
者
募

顔
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
　
平
野
区
会
長
の
吉
田
で
す
。

　
新
年
度
を
迎
え
て
各
企
画
を
実
施
し
よ
う

と
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感
染
拡
大
に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言
に
伴

い
、
地
域
活
動
の
自
粛
制
限
・
学
校
休
校
な

ど
、
今
後
の
子
ど
も
会
活
動
の
危
機
を
感
じ

ま
し
た
。

　
宣
言
解
除
後
は
、
子
ど
も
会
活
動
の
取
り

組
み
を
見
直
し
て
、
活
動
を
行
う
と
き
は
新

し
い
生
活
様
式
を
実
施
し
、
参
加
者
の
人
数

制
限
を
す
る
な
ど
、「
三
密
」
に
注
意
し
て
、

区
子
ど
も
会
役
員
共
々
、
感
染
防
止
に
今
後

と
も
努
め
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　
　
西
成
区
会
長
の
住
釜
で
す
。

　
昭
和
四
十
七
年
に
大
阪
府
指
定
有
形
民
俗

文
化
財
第
一
号
と
な
っ
た
『
玉
出
の
だ
い
が

く
』
が
当
区
に
あ
り
、
夏
祭
り
の
神
事
に
使

わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
伝
承
行
事
を
子
ど
も
会
活
動
と
し
て

取
り
組
も
う
と
一
昨
年
前
に
立
ち
上
げ
ま
し

た
。

　
小
学
校
の
校
庭
開
放
事
業
の
一
員
と
し

て
、
内
容
は
枕
太
鼓
や
だ
い
が
く
音
頭
の
稽

古
が
基
本
に
な
り
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
の
が
三
小
学
校
下
な
の
で
す

が
、
今
後
は
地
域
の
枠
を
超
え
『
西
成
区
の

伝
承
行
事
』
と
し
て
活
動
を
広
め
て
行
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

集
を
し
ま
し
た
が
、
親
御
さ
ん
は
安
全
か
ど

う
か
心
配
さ
れ
、
こ
の
事
業
が
区
青
指
と
の

協
賛
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
区
役
所
側
に
認
め

て
も
ら
う
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
、
今

年
度
は
中
止
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
区
子
連
結
成
六
十
周
年
で
記

念
誌
は
制
作
す
る
事
で
進
ん
で
い
ま
す
が
、

式
典
（
会
場

：

住
吉
大
社
吉
祥
殿
）
に
つ
い

て
は
未
定
で
す
。

　
今
後
共
ご
指
導
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
　
東
住
吉
区
の
桶
村
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
何

も
出
来
な
い
中
、
六
月
に
な
ん
と
か
書
面
決

議
を
も
っ
て
総
会
を
納
め
る
事
が
出
来
ま
し

た
。

　
そ
し
て
七
月
よ
り
、
少
人
数
に
て
理
事
会

を
開
催
し
新
年
度
が
や
っ
と
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
ま
た
、
校
庭
開
放
も
順
次
再
開
し
、

子
ど
も
た
ち
の
練
習
等
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
が
、
区
子
連
の
行
事
を
再
開
す
る
に
至
ら

な
い
現
状
で
あ
り
ま
す
。

　
理
事
の
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
、
コ
ロ

ナ
と
向
き
合
い
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
笑

住
之
江
区

住

吉

区

平

野

区

東
住
吉
区

西

成

区
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【
住
之
江
区
】

＊
ド
リ
ー
ム
子
ど
も
会

＊
星
の
子
こ
ど
も
会

＊
わ
か
あ
ゆ
子
ど
も
会

＊
加
賀
谷
子
ど
も
会

＊
粉
浜
二
西
子
供
会

＊
新
西
三
子
ど
も
会

＊
粉
浜
三
西
子
ど
も
会

＊
高
燈
籠
子
ど
も
会

＊
浜
口
子
ど
も
会

＊
西
二
中
子
供
会

【
東
住
吉
区
】

＊
今
川
連
合
子
ど
も
会

（
順
不
同
）

【
北
区
】

＊
豊
仁
子
ど
も
育
成
会

【
福
島
区
】

＊
海
老
江
西
子
ど
も
会

【
西
区
】

＊
明
治
小
校
下
子
ど
も
会

【
天
王
寺
区
】

＊
楞
厳
寺
子
ど
も
会

＊
真
田
山
子
供
会

＊
桃
陽
連
合
子
供
会

＊
四
恩
子
ど
も
会

＊
生
魂
子
供
会

＊
五
条
子
供
会

【
西
淀
川
区
】

＊
姫
里
子
ど
も
会

＊
宮
池
子
ど
も
会

＊
御
幣
島
東
子
ど
も
会

＊
香
簑
連
合　

西
二
子
ど
も
会

＊
香
簑
歌
島
子
ど
も
会

＊
奥
代
こ
ど
も
会

【
淀
川
区
】

＊
十
三
連
合
子
ど
も
会

【
東
淀
川
区
】

＊
大
桐
連
合
子
ど
も
会

【
旭
区
】

＊
大
宮
子
ど
も
会
育
成
連
合
会

八
月
八
日
子
ど
も
会
の
日
　
清
掃
活
動
報
告

暑
い
日
差
し
の
中
、
汗
だ
く
で
地
域
の
清

掃
に
従
事
し
て
大
変
だ
っ
た
ね
～

で
も
、
振
り
返
る
と
き
れ
い
に
な
っ
た
！

っ
て
、
達
成
感
が
得
ら
れ
た
の
で
は
！

来
年
も
頑
張
ろ
う
ね
！

コロナでマスクをつけての清掃
活動はとても暑くて大変だった

大人のゴミに対する意識を高め
て、子どもたちにごみ拾いをさ
せなくてもよい環境づくりが必
要だと思いました

風でとびそうな葉っぱを
拾うのが楽しかった～♪ 朝早くて眠かったけど、

昆虫も採れて楽しかった

どれだけゴミを拾えるか競争し
て、非常に楽しい雰囲気でした

暑かったけど地域が
キレイになって良かった

「釣り糸のゴミは鳥や魚に絡まっ
てケガをしたり飲み込んだりし
て死ぬこともある」と中学生に
教えてもらって、子どもは一生
懸命釣り糸を拾っていました。
ただ単に景観だけではなく、そ
こに生息する生き物たちの命を
奪うことにもなると、子どもた
ちはとても大切なことを学びま
した

編
集
後
記

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
ス
タ
ー
ト
し
た

今
期
の
子
ど
も
会
活
動
を
ど
の
よ
う

に
広
報
し
よ
う
か
と
模
索
の
中
か
ら

今
回
の
紙
面
を
作
成
し
ま
し
た
。
市

子
連
の
広
報
誌
と
し
て
、
市
子
連
を

よ
く
知
っ
て
も
ら
お
う
と
紙
面
作
り

を
し
ま
し
た
。
投
稿
い
た
だ
い
た
各

区
子
連
会
長
様
、
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。


